
平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

道府県・政令市名【 茨城県 】 

１ 実践テーマ 【  Ⅴ   】  

２ 実施対象者 下妻市立下妻小学校 第4学年～第6学年 322名 

３ 展開の形式 （１）学校における活動 

① 教科名（ 学級活動  ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２）地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

2020年東京大会に向けて，オリンピック・パラリンピックへの関心を高 

めるとともに，競技人口の少ない競技への認知及び理解への促進を図る。 

５ 取組内容 （１）事前学習 

  ・学活「東京オリンピック・パラリンピックの競技を知ろう」     

（４～６学年 １時間） 

   東京オリンピック・パラリンピックの競技を知ることにより，競技人

口の少ない競技への理解を図る。 

（２）インタビュー及び実技見学（４～６学年） 

    ・日時  平成３０年１１月２９日（木）１４：００～１４：４５ 

  ・講師  下妻市在住プロスケーター（スケートボード） 

 吉川 楓 さん 

  ・内容  市内のWaiwaiドームしもつまにて，吉川楓さんのインタビ

ューを聞くとともに，スケートボードの実技を見学する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



（３）事後指導 

  ・学活「吉川楓さんへの応援メッセージを作成しよう」 

（４～６学年 １時間） 

   感想文を書くとともに，講演会でお世話になった吉川楓さんへの応援

メッセージ（国旗に）を作成する。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・学活「東京オリンピック・パラリンピックの競技を知ろう」を行ったこと

により，自分の知らない競技を知るきっかけとなった。特に，パラリンピ

ックの競技は児童の知らない種目が多く，オリンピック・パラリンピック

への関心が高まった。 

・下妻市出身のオリンピアンを紹介したことで，オリンピックが身近な存在

であると感じたようである。 

・市内の施設で，市内在住の講師を招いてインタビュー･実技見学を行った

ことにより，プロスケーターの技能の高さに驚いている児童が多かった。

スケートボードに関心をもった児童も多く見られた。 

・応援メッセージの作成では，実技の素晴らしさに感動したことや，オリン

ピックに出場できるようにがんばってほしいことを書いている児童が多

く，スケートボード競技への興味が高まった。 

７ 実践におい 

て工夫した点 

（事業の特色） 

〇地元出身のオリンピック候補選手の講演及び実技見学することで，地域

のオリンピック・パラリンピック選手・候補選手への関心を高める。 

〇市内のエクストリームスポーツ広場（スケートボード専門パーク）を使

って行うことにより，競技人口の少ない競技への認知の促進を図る。 

８ 主な課題等 ○講師の先生が現役高校生ということもあり，事前の打合せに苦労した。 

もっと連携を図ることができれば，講師の方の不安も解消されたと思う。 

○市内のエクストリームスポーツ広場（スケートボード専門パーク）を使う 

ことができ，たいへん効果的な事業であったが，野外施設のため天候に左 

右されてしまう心配があった。 

９ 来年度以降 

の実施予定 

○来年度，茨城国体が実施され，下妻市でもソフトボールが行われる。児童 

の，のぼり旗や応援グッズ作成や会場に飾る花の栽培を通して，スポーツ 

に対する興味・関心を高めていきたい。 

○この事業を通して，書籍の充実を図ることができたので，来年度も関連図 

書を購入し，東京オリンピック・パラリンピックへの関心を高めたい。 

 


